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第9号 
― 新潟医療福祉大学広報誌 ― 

2005年4月4日発行　新潟医療福祉大学広報委員会編集 

3月14日、朱鷺メッセにて、第1回卒業式が行われ、はかまやスーツに身を包んだ1期生、医療技術学部184名、

社会福祉学部117名の計301名が、笑顔で式に臨みました。式では、各学科代表者に学位記が授与された後、闍橋榮

明学長の式辞に続き、理学療法学科の近藤千愛さんが「初めは試行錯誤の毎日で大変だったが、毎年後輩が増えるこ

とにより活気があふれ、着実に伝統となった」と答辞を述べました。ご来賓の新潟リハビリテーション病院朱敏秀院

長、新潟医療福祉大学後援会土田芳朗会長や池田弘理事長からも祝辞をいただき、また、成績優秀者等の表彰、吹奏

楽部の記念演奏、初披露の学生歌「生命（いのち）の質を」で、1期生の門出を祝いました。

誌名「QOLサポーター新潟」の由来
世界一の長寿国となった我が国では、「いのちの長さ」を伸ばすことと同等に、「生活の質、Quality of Life, QOL」を豊かにすることが、益々

重要になっております。新潟医療福祉大学では障害者、高齢者などのQOLを高くすることを支援する（サポート）人材を育成します。このよう
な人材を「QOLサポーター」と名づけました。そして皆様に本学の内容、活動をお知らせする広報誌を「QOLサポーター新潟」としました。
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サッカーJ1「アルビレックス

新潟」やバスケットボールスー

パーリーグ「新潟アルビレックス」

が新潟を活気づけているように、

現代社会においてスポーツは我々

の豊かな生活を支えるために欠く

ことのできない重要な文化財とな

りました。また、現代は生活習慣

病の増大や高齢社会の到来によっ

てスポーツや運動の必要性が高ま

り、さらにゆとりのあるライフスタイルといった価値観

がスポーツや運動の可能性を高めています。

本学科は、このようなスポーツや運動の必要性と可能

性の高まりに応えるべく、スポーツや運動を通じて、

人々の生きがいのある豊かな生活の質（QOL）を支える

高度な専門職の育成を目指しています。学校教員、地域

のスポーツや運動の指導者、トップアスリートを育成す

る指導者、地域のスポーツ愛好家からトップアスリート

までを対象としたトレーナー、地域スポーツクラブから

プロチームまで対応したマネジメントを行なう人材など

を育成します。さらに、人々に夢や感動を与えられるよ

うな、国内外で活躍するサッカー、バスケットボール、

水泳、陸上のトップアスリートを育成します。

今後、皆さんに様々な形で支えていただきながら、21

世紀のスポーツや運動の場で活躍する人材を育成してい

きます。どうぞよろしくお願いいたします。
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近年我が国の保健・医療・福祉は、少子・高齢社会の

到来と国民のニーズの多様化に伴い、複雑多岐かつ細分

化、高度化、専門化しておりますが、一方で超高齢社会

の到来により、保健・医療・福祉の一貫性のある総合的

ケアが推進されております。このような社会構造と保

健・医療・福祉政策の激変期にあたり、この分野におけ

る教育と研究にも大きな変革が求められております。

大学院医療福祉学研究科では保健学専攻4分野（理学

療法学分野、作業療法学分野、言語聴覚学分野、健康栄

養学分野）および社会福祉学専攻2分野（保健医療福祉

政策・計画・運営分野、保健医療福祉マネジメント学分

野）に関する基礎研究と臨床・実践研究を推進して、こ

れら分野の学問体系を確立・発展させ、その成果を社会

に還元していくことを理念としています。またさらにこ

の学問体系を基に、21世紀を担う高度専門職と研究

者・教育者とを育成し、保健・医療・福祉に対する社会

的二一ズに応えていくことを目的としています。

本研究科においては、高度な専門知識を基に、臨床・

実践・管理・政策立案・計画策定等でリーダーシップを

発揮し得る保健医療福祉専門職の養成を行います。

高齢社会の到来による医療費増、学校教育を中心とし

たスポーツ教育から地域と学校が一体となったスポーツ

教育への必要性の高まり、仕事中心のライフスタイルか

ら余暇を伴うゆとりを持ったライフスタイルへの国民の

価値観の変化といった社会的潮流は、生涯にわたり「運

動」や「スポーツ」を行う必要性と可能性を高めていま

す。新潟医療福祉大学ではこのような社会の要請に応え、

2005年4月に「医療技術学部 健康スポーツ学科」を設

置いたしました。

健康スポーツ学科ではスポーツを通じた健康づくりか

ら、科学的トレーニングによるアスリートの育成まで、

医科学的視点を持ったスポーツ指導者を育成します。

また、この学科は「スポーツ医科学コース」、「スポー

ツマネジメントコース」、「指導者・教員養成コース」の

3つのコースに分かれ、「健康」をテーマに「運動」だ

けにとらわれず幅広い視点で対象を捉えることができる

人材の育成を行います。

医療技術学部 健康スポーツ学科設置

大学院 医療福祉学研究科設置について

医療技術学部
健康スポーツ学科
学科長 佐藤　勝弘

スポーツ医科学 

スポーツ 
マネジメント 

スポーツ教育 

＜保健学専攻＞ ＜社会福祉学専攻＞ 

理学療法学分野 保健医療福祉政策・ 
計画・運営分野 

保健医療福祉 
マネジメント学分野 健康栄養学分野 

言語聴覚学分野 作業療法学分野 

医療技術学部 健康スポーツ学科設置にあたって

詳しい情報をお知りになりたい方は本学HP（http://www.nuhw.ac.jp）をどうぞご覧ください。



少子・高齢化、生活環境の著しい変化、医療技術の高度化により、保健・医療・福祉サー

ビスシステムは多様化かつ高度化しています。それに対応するため、保健・医療・福祉サー

ビスの現場においては、これまで以上に、より高度な技術・知識を持った専門職の必要性が

高まっています。また、先進欧米諸国では一部の専門職養成は6年制教育で行なわれており、

本学では、その水準でこの分野の教育・研究を推進するため、大学院医療福祉学研究科を設

置することといたしました。

本研究科では大学新卒者の入学はもちろん、社会人のリカレント教育も目的としています。

社会人学生が現場で担当する患者・対象者の支援に直接的に関わる、実践的な事例研究を行

うこともできます。

本研究科ではそれぞれの分野のより高度な専門知識を基に、保健・医療・福祉サービスの現場でリーダーシップ

を発揮し得る専門職の養成を行います。また、本学は、学部レベルでもチームアプローチを推進するコアカリキュ

ラムを編成して専門職養成を行っていますが、大学院ではこの理念を一層高いレベルで実現することを目指して、

専門分野の枠を超えて教育・研究が行える環境を提供します。

また、長期履修制度（申請により3年間、4年間で修了することを認める制度）や夜間、土日開講など社会人が

仕事を続けながら学ぶ事ができる各種制度を設けていることも特徴の一つと言えます。

今後を担う高度専門職と研究者・教育者とを育成し、社会の二一ズに応え、またその研究の成果を社会に還元し

てまいります。どうぞ本研究科に対する益々のご支援をよろしくお願い申し上げます。

保健学専攻を構成する4分野は、生活の基本となる身体機能・生活を円滑に進める作業遂

行機能・対人関係構築のためのコミュニケーション機能・生命維持の基本とも言える食物栄

養に関わる分野です。

保健・医療・福祉を統合した総合的ケアの必要性と人々のニーズの多様化に応じて、養成

校で学ぶ科目数も増え内容も複雑化・高度化しています。本学では総合的ケア実現のために

学生は関心の深い他分野他専攻の特論科目を選択履修することを可能にしました。また保

健・医療・福祉連携学特論で研究科全体の学生が参加して相互理解を深められる機会も作り

ました。4分野は国民のQOLを考える場合の密接不可分な領域です。学生の研究テーマによ

っては相互乗り入れして指導に当たることも考えられます。可能な限り学生の希望に添う勉

学や研究が出来る方法を工夫する予定ですので各分野長に御相談ください。

大学院に入学を希望される学生は皆異なる目的を持って入ってこられる。卒業直後の学生には関心分野を更に深

く探求する体験を、臨床家には自己の学問的研究の場の提供を、専門資格のない方あるいは専門分野外の勉強をし

てみたい方々には関心分野の追求ができるよう、履修方法も含めて個々人のニーズに対応できる体勢を作る努力を

したいと考えています。

医学・保健学に比べてたち遅れていた社会福祉学が、最近では急速に発展し、全国各地で、

学部社会福祉学科と大学院社会福祉学専攻課程が続々と新設されています。本学でも、社会

福祉学科完成に引き続いて、社会福祉学専攻を設立しました。

本学の社会福祉学専攻の特徴は、第1に、医療福祉学研究科に保健学専攻と並んで設置さ

れているため、保健・医療と関連した社会福祉の研究と教育を行い、保健・医療専門職と連

携しチームワークを実践する社会福祉専門職（ソーシャルワーカー・ケアワーカー）の生涯

学習の場になることです。障害者はもとより、高齢者や児童にも、健康問題と関連した生活

問題が中心的課題になっていますので、保健・医療専門職とともに学習・研究することが必

要です。

第2の特徴は、保健医療福祉政策・計画・運営分野と保健医療福祉マネジメント学分野との2分野を連結し、マ

クロ・レベル（国・都道府県）の政策・計画・運営と、メゾ・レベル（市町村・コミュニティ・施設・組織）の計

画・運営・マネジメント、および、ミクロ・レベル（個人・家族・小集団）のマネジメント・ソーシャルワーク・

ケアワークなどの実践について、自分が選んだテーマを中心にしながら、全体の関連を視野に入れて、学習・研究

することができるよう図っていることです。
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学長兼
医療福祉学研究科

研究科長　闍橋　榮明

保健学専攻
専攻長　岩闢テル子

社会福祉学専攻
専攻長　山手　　茂

大学院 医療福祉学研究科設置にあたって大学院 医療福祉学研究科設置にあたって



本学は2001年4月に2学部5学科で開学し、この4月

には医療技術学部健康スポーツ学科と大学院医療福祉学

研究科（修士課程）を設置し、本学が目指す保健・医

療・福祉分野で活躍する高度専門職間での連携、融合が

一層図られてまいります。

また、本学では2006年4月に向けて、右に挙げる2つ

の計画についても、現在準備を進めております。

本学も完成年度を終了し、新たな年度を迎えましたが、

地域の皆様と共に一層発展してまいりたいと考えており

ます。これまで同様、温かいご支援をお願い申し上げ

ます。
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第3研究・体育棟、第2実験実習棟竣工

平成17年4月の大学院医療福祉学研究科、医療技術学

部健康スポーツ学科の設置および医療技術学部理学療法

学科の定員増（入学定員が40名から80名に増員）に伴

い、建設が進められていた、第3研究・体育棟および第

2実験実習棟が平成17年1月31日（月）に竣工されま

した。

第3研究・体育棟には柔道、剣道等に使用する武道場

と、バドミントン、バスケットボール等の施設が設置さ

れた第2体育館や年間を通して使用できる屋内温水プー

ル（25M×6コース、公認プール）をはじめとして、ト

レーニングセンターやカウンセリング実習室、ゼミ室、

教員の研究室などが設備されています。

第2実験実習棟には348席の大講義室や解剖学実習

室、生理学実習室、運動療法実習室、教員の研究室が設

備されています。

第３研究・体育棟 大講義室

室内温水プール

第２実験実習棟

2006年4月に向

～医療技術学部 看護学科設置、社会福祉学部 社会福祉学科 介護福祉コース開設計画中～

新築予定校舎イメージ図
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新潟医療福祉大学教員の著書紹介

失語症言語治療の理論と実際　第３版
著 者 言語聴覚学科　教授　渋谷直樹他訳
出版社 創造出版
出版年 2003年
失語症とは、脳損傷によってことばを話す､聞く､読む､

書くことなどが困難になる言語障害です。本書は次々に
出現した多数の治療モデルを整理し､今後の発展のために
有効な考え方を紹介しています。執筆者数は1981年の初
版の19名から第３版の46名へと増加し、アメリカを中心
とした失語症治療界の重鎮の総力を結集した大作です。
失語症問題のすべてが網羅されている本書は言語聴覚士
以外の専門職にとっても貴重な教科書です。

調理科学
著 者 健康栄養学科　教授　村山篤子（編著）
出版社 建帛社
出版年 2002年
本書は、管理栄養士養成課程の一教科である『調理学』

のテキストとして編集された。「おいしさの科学」の章は、
最近の脳科学の著しい進歩により明らかにされた食味の
認知・形成機構について、「調理過程における成分変化」
ではサプリメントとして関心の高い機能性成分の調理に
よる変化を中心に、「人間・環境と調理」はライフステー
ジ別の調理として特に高齢者の食における咀嚼・嚥下を
含め、豊富な図表と平易な表現でわかりやすく解説して
いる。

ボディダイナミクス入門　片麻痺の歩行と短下肢装具
著 者 理学療法学科　教授　江原義弘（共著）
出版社 医歯薬出版
出版年 2005年
ボディダイナミクス入門シリーズはリハビリテーショ

ンやスポーツに関わる医師や理学療法士の皆さんに身体
運動のからくりを易しく解説するためにCD－ROMにコ
ンピューターCGが収められており、自分で動きが再生で
きるようになっている。１は「立ち上がり動作」２は
「歩き始めと歩行」、最新の第３巻は脳卒中片麻痺の方の
歩きを分析し、その結果にもとづいて開発した新しい装
具がいかに効果的な歩行を生み出すかが手に取るように
わかるようになっている。学生の皆さんにも是非お読み
頂きたい。

作業療法実践の仕組み「事例編」
著 者 作業療法学科　教授　矢谷令子他編集
出版社 協同医書出版社
出版年 2004年
作業療法とはどんな治療法なのか、作業療法士はどん

なことを考えながら治療を行っているのか、人間の心身
機能と生活と人生を読み取りながら進められる作業療法
のダイナミックな側面を示した一冊。作業療法の事例を
もとに、保健・医療・福祉の分野における作業療法の実
践を解説。作業療法効果の証明となる臨床記録の書き方
についても掲載されており、作業療法学臨床実習に必携
です。本書の源流となった「作業療法実践の仕組み」（初
版2001年）も必読。

「ホリスティックな気づきと学び」－45人のつむぐ物語－
著 者 健康スポーツ学科　教授　高橋一栄（共著）
出版社 せせらぎ出版
出版年 2002年
学校､家庭､フリースクール､教育NGO､地域づくり､カウンセリン

グ､医療､福祉､芸術など､45人が紡ぎだしたホリステイックな気づき
と学びの物語｡色彩､濃淡さまざまな、日々の営みを縒りあわせなが
ら､少しずつ大切に紡ぎだされた小さな物語の一つ。
本学の体育授業：自然を大切にしたコンテンポラリースポーツの

経験を、カラーで表現させることにより､授業の成否を探ることを目
的とした。大学近隣の海辺のキャンプ場で、ろうそくの光の下で友
達と輪読した体育テキスト「センス・オブ・ワンダー」の感想など、
本学の体育授業を経験することにより、体育授業についての考え方
が大きく変わっていく様子を紹介している。

成長するソーシャルワーカー　～11人のキャリアと人生～
著 者 社会福祉学科　助教授　横山豊治（共著）
出版社 筒井書房
出版年 2003年
社会福祉の専門職であるソーシャルワーカーは、看護

師・教師・保育士などに比べて具体的な職業像を結びに
くい。本書は、社会福祉士資格と20年以上のキャリアを
もつ実在のソーシャルワーカー11人に対するインタ
ビュー調査から、生活史に着目し、ソーシャルワーカー
としての成長のきっかけとなった「一皮むけた経験」を
追うことで、職業アイデンティティがどのように形成さ
れていったかを明らかにし、ソーシャルワーカー像の明
確化を試みた５人による共同研究の成果である。

けて計画しています

少子高齢化の急速な進展、家族形態の変化等によって、国民の

保健・医療・福祉に対するニーズは増大し、複雑化・多様化して

います。これらのニーズに対応するため、社会福祉の各分野にお

いて、福祉サービスの質を一層向上することが求められています。

介護福祉士を含むケアワーカーについても、量的な充実を図る

時期から、質的な充実が図られる時期に突入し、真に専門職と呼

ぶことのできる質の高い人材育成がますます重要な課題となって

きました。

本学ではこうした社会の要請に応え、社会福祉学部社会福祉学

科に介護福祉コースを設置し、介護福祉士養成を行うことを計画

しております。

このコースでは介護福祉士の国家資格取得に加え、社会福祉士

の国家試験受験資格を取得することができるカリキュラムを計画

しており、介護のみならずソーシャルワークにも精通した介護福

祉士の養成を行い、介護福祉の現場においてリーダーとなりうる

人材を育成します。

医療技術学部 看護学科　設置計画中
日本は本格的な高齢社会を迎えようとしており、保

健・医療・福祉分野でもより専門性の高い教育を受けた

人材の確保が望まれています。

本学ではこうした社会の要請に応え、保健・医療・福

祉の総合大学として、チームケアの「かなめ」のひとつ

である看護専門職を育成する看護学科の設置を計画して

います。

看護学科では、高度化、複雑化する看護専門職の役割

を自覚し、スペシャリストとしての確かな知識と技術を

持ち、またゼネラリストとして、様々な場において

ヒューマンケアリングに貢献できる人材を育成していき

たいと考えています。そして、対象者のQOL（Quality

of Life＝生活の質）の向上を考えて支援を実践する看護

専門職の育成を目指します。

社会福祉学部 社会福祉学科 介護福祉コース　開設計画中
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学友会の

平成17年度学友会長の長嶋健介（言

語聴覚学科2年）です。私は、一年前の

新入生オリエンテーションで、学友会の

先輩方と楽しく仕事をしたいと思い、学

友会に入りました。学友会の主な仕事は

伍桃祭や球技大会の計画当日の進行を行

います。しかし、いざ行ってみると計画

通りに進まず、様々な問題点が挙がり大変でした。その代わ

りといってはなんですが、終わった後の達成感は言葉に言い

表すことができません！！今年度からは、私たちが中心となり

ますが、前年度の反省を活かし、新しいことを取り入れ、本

学の学生が楽しみ、充実することができる行事を学友会役員

と力を合わせて計画・進行していきますので、ご協力よろし

くお願いします。

■部・クラブ
・水泳部
・バスケットボール部
（男子・女子）
・陸上部
・サッカー部
・卓球部
・剣道部
・バレーボール部
（男子・女子）
・レクア．コム部
・軽音楽部
・手話部　日和
・写真部
・茶道部
・吹奏楽部
・野球部

・テニス部
・バドミントン部
・準硬式野球部
・コーラス部
・園芸部
・弓道部
・短編映画自主制作部
・フットサル部
・少林寺部
・和太鼓部

■サークル
・ダンス
・ラクロス
・ソフトボール
・男女混合サッカー

学友会公認部・クラブ、サークル紹介学友会長あいさつ

4 月 入学式、リーダーシップ研修、
新入生オリエンテーション

5月 創立記念式、スポーツ大会
6月 カヌー実習（2年 スポーツ実践Ⅰ・Ⅱ）
7月 前期定期試験
8月 トレッキング実習、夏季休業
9月 カヌー実習（2年 スポーツ実践Ⅰ・Ⅱ）

10月 伍桃祭（大学祭）
11月 球技大会
12月 クリスマス会、冬季休業
1月 冬季休業、後期定期試験
2月 スキー実習（1年 スポーツ健康Ⅱ）
3月 春季休業

年 間 行 事
学友会は、新入生オリエンテーション、球技大会、伍桃祭、クリスマス会などの様々な行事の企画、準備をしています。
本学の学生が大学生活を楽しみ、チームワークを高め、充実した行事を行える様、計画をしています。

※2005年3月8日現在の学友会所属クラブの紹介です。上記以
外に部・クラブ、サークル合計30団体の設立申請があります。

部・クラブ、サークル活動紹介
大 会 名時　　期

サッカー部

2 部リーグ 2位大学サッカー連盟春
季リーグ

春

4位大学・高専秋季サッ
カーリーグ

秋

吹奏楽部
入学式4月
大学祭10 月
女池小学校演奏会11 月
保育園演奏会11 月
卒業式　新潟県大学生ウィンドアンサンブル3月

バドミントン部

4 位春季北信越学生リー
グバドミントン大会

4月

優勝（個人）第 40 回春季新潟市民総合
体育祭バドミントン大会

6月

4位秋期北信越学生リー
グバドミントン大会

11 月

野球部
春季リーグ戦4月 17 日～ 6月 20 日
秋季リーグ戦9月 3日～ 10 月 31 日

女子バスケ部
北信越春季リーグ5月
日報杯7月
北陸バスケットボール選手権大会9月
インカレ予選10 月
藤田杯12 月

剣道部
建国記念剣道大会　会場：新潟市体育館2月 11 日

大 会 名時　　期

バレー部
新潟市市民戦9月

男子バスケ部
第38回笹本杯争奪北信越学生バスケ春季リーグ戦大会5月 3日～ 5日
第 1回新潟カップ5月 9日
新潟県学生バスケ県内交流リーグ6月 6日
日報杯7月 4日
新潟県バスケ選手権大会10 月 3 日
北信越学生バスケ選手権大会兼インカレ予選10 月 8 日
第 9回藤田修一杯争奪新潟県学生バスケ選手権大会12 月 11 日～ 12 日

準硬式野球部
北信越準硬式野球大会春
北信越準硬式野球大会秋

テニス部
ダブルス三位市民戦春

シングルス二位
ミックスダブルス二位
女子ダブルス優勝

市民戦夏

陸上部
春季北信越出場5月 22 日～ 23 日
秋季北信越出場10 月 9 日～ 10 日

弓道部
納会兼個人選手権大会12 月 5 日
初射会兼トーナメント大会1月 9日

時　　期

レクア．コム部（ボランティア団体）

一休さん（10 回）《北地区公民館学校週 5日制
対応事業》

肢体不自由児と遊ぶどらえもんず

養護学校職員と肢体
不自由児と遊ぶ

遊ぶ会

チューリップ花絵づくり（船上）4月 26 日
新潟県学生ボランティア・サミット7月 4日

学生ボランティアの現状や課題等について研
究討議並びに情報交換

サンバチーム『ラガッタ』参加（古町）8月 8日
夏っ子の会8月 10 日
ぐみの会入浴介助ボランティア8月 19 日
サマーキャンプ（海辺の森）8月 21 日・22 日
北ふれあい会（北地区スポーツセンター）9月 26 日
北の楽市10 月 16 日
健康福祉祭り10 月 24 日
松浜中学校文化祭10 月 31 日
コミユニティマーケット in 新潟大学10 月 31 日
新潟県中越地震ボランティア11 月 3 日
はまなす駅伝11 月 3 日
新潟中越地震義援金ボランティア11 月 14 日
肢体不自由児協会ふれあい教室11 月 28 日
太夫浜地区地域交流会（もちつき：太夫浜小学校）1月 16 日
ボランティア　アドバイザー養成研修会1月 28 日

手話サークル「日和」
手話の練習E107毎週月・木
手話講習会I101毎月 2回（土曜）
発表ステージ大学祭
手話講習、園児との交流太夫浜保育園週 1回（不特定）
手話講習、児童との交流学童保育施設「ひまわり」毎週水（6回）
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球球技技大大会会
1月15日（土）、第一体育館にてバスケットボール、バレーボール、フットサルを行いました。男女混合のチームもあったり、とても白
熱した試合になりました。とても寒い中、1～4年が初めてそろった行事になりました。これは1学年学友会が行った初めての行事でし
たが、皆さんにとても楽しんでもらい大成功という形で終えることができました。優秀な成績を残した学科には賞品、その種目で一番
輝いていた人にはMVP賞を贈りました。

伍伍桃桃祭祭
10月9日、10日の2日間にわたり、第4回伍桃祭が賑やかに行われました。各クラブを中
心とした模擬店・発表等や、各学科の紹介コーナー、また学外からは、FUJIWARA様、ハ
ローバイバイ様によるお笑いライブ、また新潟医療福祉大学の特色に基づいた企画として、
NPO法人自立生活センター新潟副理事長の頓所直樹氏や、脳性麻痺サッカー元日本代表大橋佳
介氏にご講演いただきました。どのイベントもとても盛り上がりました。

ススポポーーツツ大大会会
6月13日（日）、本学のグラウンドにて障害物競走や玉入れ、10人11脚など様々な種
目を1、2年全学科自由参加という形で行いました。パフォーマンスサークルのダンス
があったり、仮装している人もいたりで、楽しい行事です。天候にも恵まれ、多くの
人が集まり、とても盛り上がりました。

活動報告
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 高齢者福祉施設 
 障害児福祉施設 
 

健康栄養学科内定内訳 
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94％ 

2％ 5％ 

11％ 

25％ 

一般企業 
委託給食 
病院 
福祉施設 
学校 
その他 

37％ 

20％ 

2％ 
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4％ 
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20％ 

高齢者福祉施設 
病院 
障害児福祉施設 
福祉系一般企業 
児童福祉施設 
公務員 
一般企業 
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37％ 

相談員 
介護職員 
その他 
精神保健福祉士 
事務員 
 

42％ 

作業療法学科内定先 

新潟医療福祉大学では月に1度、本学の様々な情報をメールマガジン『QOLサポーター
新潟（NUHW）』としてみなさんにお届けします！
オープンキャンパスや大学祭などのイベント情報、新設学科情報、入試情報といった最

新の情報や、教員・学生からのメッセージ、新入生の合格体験談など進路決定の参考にな
る特集をはじめ、様々な内容を予定しています。
Eメールアドレスをお持ちでなくても、インターネットに接続できるパソコンがあれば、
どなたでもご覧いただけます。ぜひ、本学ホームページからご登録ください！

＜今後予定している内容＞
●教員からのメッセージ
大学では、どんな勉強をするんだろう？卒業後の進路は？
●新入生からのメッセージ
新潟医療福祉大学を選んだのはどうして？入学した感想は？
●この時期の受験勉強において気をつけること
ゴールデンウィーク・夏休み・受験直前etc、どんなことに気を付けて勉強したらいい
ですか？
●AO入試・推薦入試・一般入試　合格体験談
入試直前はどうやって過ごしたの？試験当日の様子は？
●学外実習体験報告
「実習」って、どこでどんなことをするの？
●新設学科「看護学科」特集
どんな勉強をするの？目指す資格は？卒業後の進路は？
など、みなさんの進路決定＆受験対策に役立つ特集をお届けします。お楽しみに！

2005年度のイベント日程が決まりました！
■オープンキャンパス

第1回 7月16日（土）
第2回 8月 6 日（土）
第3回 9月10日（土）

新潟医療福祉大学を体感できる、 大イベントです！
大学概要説明や入試概要説明に加え、各学科ごとに体
験実習や模擬授業、教員に直接相談できる個別相談
コーナーなど、多彩なプログラムを予定しております。

■キャンパスツアー
第1回 4月23日（土）
第2回 6月 4 日（土）

大学概要説明や2005入試結果説明、施設見学などを
予定しております。オープンキャンパスまで待ちきれ
ないという方は、ぜひご参加ください。

詳細が決定次第、本学ホームページ
（http://www.nuhw.ac.jp）にてお知らせいたします。
みなさんぜひ、ご来場ください。スタッフ一同、お待
ちしています！

QOLサポーター新潟（NUHW）が届く！

メールマガジンのお知らせ

就職センターからのお知らせ

受験生の皆さんへ

平成17年3月　社会福祉学部 社会福祉学科卒業　田邊　桂子
就職先：（医）愛広会　介護老人保健施設「豊浦愛広苑」

『私は現在、3月1日に開所した、介護老人保健施設「豊浦愛広苑」で支援相談員として働いています。初
めは何も分からず不安でしたが、毎日、自分には何ができるのかを考え、必死に頑張っています。新しい環
境に飛び込むことは勇気がいるし、戸惑うことも多いですが、日々勉強しながら、沢山のことを吸収し自分
自信を磨いていきたいと思います。
こんな私に相談員が務まるのだろうかと悩むこともありますが、相談員として少しでも利用者や御家族の

QOLが高められるよう頑張りたいと思います。』
田邊　桂子

新社会人になった第一期生の今後の抱負


